
第１１２回ナノサイエンスデザイン教育研究センター運営委員会議事要旨

開催日時：令和３年５月１１日（火）１５：３０～１６：３０

開催方法： Webex によるオンライン会議

出 席 者：藤原委員長（工）、吉田（産）、竹田（ナノ）、伊藤（ナノ）、中澤（理）、松野（理）、岡山（医：

代理）、中川（薬）、尾﨑（工）、森川（工）、光岡（電顕）、酒井（基）、出口（基）、井上（生命）、

谷口（産）、田中（産）、節原（接）、斗内（レ）、藤岡（ナノ）

オブザーバー：田中（統括理事）、飯島（学位）

議事に先立ち、委員長から、今年度の委員の交代等について紹介があった。

連絡事項

委員長から、前回（3月9日）開催の第111回運営委員会の議事要旨（案）については、各委員に意見照

会し、特に意見がなかったことから、資料２のとおり確定した旨の報告があった。

【報告事項】 

１．令和２年度大学院前期課程・後期課程の修了認定について 

委員長から、資料３－１～５に基づき、令和２年度大学院前期課程・後期課程の修了認定について報

告があった。

２．令和３年度社会人教育第１８期科目等履修生の入学状況について 

 委員長から、資料４－１～３に基づき、令和３年度社会人教育第１８期科目等履修生の入学状況につ

いて報告があった。 

３．社会人教育第１８期生ガイダンス・特別講義(4/2)の報告について 

委員長から、資料５に基づき、社会人教育第１８期生ガイダンス・特別講義（4/2）についての報告

があった。

４．令和３年度大学院シラバスについて 

委員長から、資料６に基づき、令和３年度大学院シラバスの内容について報告があった。

５．令和３年度副専攻・高度副プログラムの説明会について 

委員長から、令和３年度副専攻・高度副プログラムの説明会については、WEB説明会をセンターホ

ームページに掲載するとともに、開催案内の周知依頼をしたことについて報告があった。併せて、全学

教育推進機構のホームページにも情報を掲載した旨報告があった。 

６．大学院、社会人講義の実施状況について 

委員長から、いずれもWebexによるライブ配信に切り替え、録画視聴については各大学の判断に任せ

ることとした旨報告があった。また、併せて豊中教室については、TV会議装置を併用できる環境にモデ

ルチェンジした旨報告があった。 

７．土曜集中講義「ナノテクノロジー社会受容特論B」(5/29～7/10に4回開催)について 

委員長から、資料７に基づき、5/29～7/10に4回開催する土曜集中講義「ナノテクノロジー社会受容

特論Ｂ」について開講の案内があった。 

８．Summer School 2021について 

委員長から、筑波大学との共催で7/19～8/6に開催予定の「Summer School 2021」について案内があ

った。 

９．社会人教育全コース共通講義（6/9, 7/20, 2022. 1/14, 3/18）について 

 委員長から、資料８に基づき、今年度実施する社会人教育全コース共通講義（全４回）について案内

があった。 



 

１０．令和２年度計画達成状況報告書等について 

   委員長から、資料９－１～３に基づき、令和２年度計画達成状況報告書等について報告があった。 

 

１１．博士後期課程社会人ナノ理工学特別コース（10月入学）について 
   委員長から、資料10に基づき、令和３年度博士後期課程社会人ナノ理工学特別コース（10月入学）の

募集について報告があった。 

 

１２．ASEAN Joint Workshop（3/23-24）の開催結果について 

   委員長から、資料11に基づき、ASEAN Joint Workshopの開催結果について報告があった。 

 

１３．International Certificate Program(OUICP-nano)の進捗状況について 

   委員長から、International Certificate Programの進捗状況について報告があった。 

 

１４．実習機器利用による人材育成活動の課金制公開について 

   委員長から、資料12に基づき、課金制の共同利用について教育研究設備共同利用要項の公開を行う旨

報告があった。公開に際しては、教育研究設備共同利用要項を一部修正して公開を行うこととなった。 

 

１５．第１回ナノ理工学情報交流会の共催について 

   委員長から、第１回ナノ理工学情報交流会について、例年通り６月最終週に開催予定で企画を進めて

いる旨報告があった。 

  

１６．その他 

   

【審議事項】 

１．令和３年度大学院プログラム（副専攻、高度副プログラム）の履修申請について 

   委員長から、資料13－１～３に基づき、令和３年度大学院プログラム（副専攻、高度副プログラム）

について説明があり、審議の結果、申請者全員に履修許可を与えることが承認された。また、追加申請

者があった場合は、センター長決裁で順次受講許可を与え、７月の運営委員会で報告することについて

承認された。 

 

２．全学組織等点検評価結果に対する対応について 

 委員長から、資料14-１～３に基づき、全学組織等点検評価結果を受けた令和３年度中に検討すべき

課題について検討するために、センター拡大執行部会議（将来構想委員会）を結成し検討を行った結果

について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

３．令和３年度機能強化経費（機能強化促進分）について 

委員長から、令和３年度機能強化経費（機能強化促進分）による事業内容等について説明があり、審

議の結果、承認された。 

 

４．その他 

委員長から、６月の委員会は休会（※緊急の議題が生じた場合はあらためて招集）予定としたい旨の

説明があり、了承された。また、決算、予算についても７月に審議したい旨の説明があり、了承された。 

さらに、伊藤委員からコロナの影響を受けて従来の参加企業からの社会人受講生が減少しているが、

引き続き受講生獲得にご協力いただきたい旨、発言があった。 

 

 

※次回開催日程について 
次回は、令和３年７月１３日（火）１５：３０から、Webexによるオンライン会議にて開催予定 


